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■このパンフレットの内容は改良のために予告無しに仕様・デザインを変更する 
 ことがありますのでご了承ください。 

2017年1月現在 

導入事例に記載された情報は初回掲載時（2015年11月）のものであり、閲覧・提供される時点では変更されている可能性があることをご了承
ください。導入事例は情報提供のみを目的としています。当社は、明示的または暗示的を問わず、本内容にいかなる保証もいたしません。  

  

 

今後の展望 
セキュリティ対策に終わりはない、継続的な見直しのプロセスが重要 

 ソニー銀行では、社内向け・お客様向けシステム
を問わず、自社を取り巻くIT環境とサイバーセキュリ
ティ動向を見定め、継続的なセキュリティ対策強化
を検討していくとのことです。 
 
 「現状から考えて、今後、サイバー攻撃が質・量と
もに下降線を辿るイメージは持っていません。セキュ
リティ対策に終わりはなく、『今後、足りないものは何
か』を把握するために適切なタイミングでアセスメント
を実施し、ソリューションの導入だけでなく、セキュリ
ティの運用体制も継続的に強化していきます。」
（福嶋氏） 

導入の効果 
運用負荷を最小限に抑えつつ、セキュリティ対策レベルの向上を実現 

  FFRI yaraiはソニー銀行の社内システムのOA系システムの全端末に導入されています。 
 
 「事前評価フェーズでも確認していましたが、セキュリティ対策製品にありがちな特定のシステム環境との相性や、他
社製品との競合といった問題もなく、既存のセキュリティ対策製品と共存しても、端末の動作が重くなるようなことはあ
りません。過剰検知については、導入前に検証してホワイトリストに登録していたので、導入後に問題になったことはあ
りません。製品バージョンアップの頻度が年に1～2回と少ないことも運用上のメリットを感じています。」（隅本氏） 
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導入の経緯 
求めていたのは既存の対策では対応できない脅威を検知するソリューション 

 「エンドポイントでのセキュリティ対策としては、パターンマッチング型のウイルス対策やURLフィルタリングの導入、端末
のシンクライアント化も実施していましたが、そうした対策だけでは対応できない脅威を検知するためのソリューションを
検討していました。 
 ネットワークレイヤーには既にプログラムの振る舞いから脅威を検知するサンドボックスを導入していましたが、異なる
防御レイヤー（エンドポイント）に対して、異なる検知ロジックを持つ振る舞い検知製品を導入することで、より強固
なセキュリティ対策を実現できると考えていました。」（隅本氏） 
 
 「製品選定プロセスにおいては、セキュリティコンサルティング企業とともに評価を実施し、外資系セキュリティベンダー
の製品も含めて比較検討しましたが、最終的には機能とコストのバランスに勝るFFRI yaraiを選定しました。 
 サポート体制という観点でも、国内でハイレベルな体制があることは重要なポイントでした。特にセキュリティについて
は、日本をターゲットにしたサイバー攻撃が活発化するなど、ドメスティックな要素が重要なケースもあるため、国内に
研究開発の体制があり、国内で発生した問題に対してレスポンスが速いことは重視していました。」（福嶋氏） 


